
1

透水性舗装の現状把握及び
それの各種都市環境への影響評価手法の確立

国土交通省近畿地方整備局
：道路部
近畿技術事務所
京都国道事務所
大阪国道事務所

（社）日本道路建設業協会関西支部
NTTインフラネット（株）
総合計測（株）
京都大学大学院工学研究科
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全工区
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試料採取 舗装試験法
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かさ密度 ２定点・４層／工区

２定点・４層／工区
（標準工区は除く）

舗装試験法
便覧

４定点／工区
ベンケルマ
ンビーム

国道24号線での試験施工のデータ
による長期安定性の評価
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国道24号線での透水性舗装
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調査測定箇所
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ひび割れ率
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工区と平坦性の増分の関係
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工区とFWDたわみ量の関係

1 2 3 4 5 6 7
工区

0

0.1

0.2

0.3

0.4

FW
D
の
た
わ
み
量

(m
m

)

経過月数 経過月数 経過月数

施工直後 42ヶ月 88ヶ月
6ヶ月

15ヶ月
19ヶ月
24ヶ月
30ヶ月
37ヶ月

49ヶ月
54ヶ月
62ヶ月
66ヶ月
73ヶ月
77ヶ月

99ヶ月
111ヶ月
126ヶ月
139ヶ月

0 100.0 200.0 300.0 400.0
累積大型車交通量 (万台)

0

0.2

0.4

0.6

0.8

ベ
ン
ケ
ル
マ
ン
ビ
ー
ム
の
た
わ
み
量

(m
m

)

１工区
標準舗装

２工区

３工区

４工区

５工区

６工区

７工区

ベンケルマンビ－ムによるたわみ量
の経年変化



8

工区とベンケルマンビ－ムによる
たわみ量の関係
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累計大型車交通量と現場透水量の関係
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騒音レベルの1/3オクタ－ブ周波数分布

周波数 (Hz)
10410310210

80.0

60.0

0

20.0

40.0

騒
音
レ
ベ
ル

(d
B

) (a)測定時間=21:00

標準舗装
透水性舗装

周波数 (Hz)
10410310210

80.0

60.0

0

20.0

40.0

騒
音
レ
ベ
ル

(d
B

) (b)測定時間=0:00

周波数 (Hz)
10410310210

80.0

60.0

0

20.0

40.0

騒
音
レ
ベ
ル

(d
B

) (c)測定時間=3:00

周波数 (Hz)
10410310210

80.0

60.0

0

20.0

40.0

騒
音
レ
ベ
ル

(d
B

) (d)測定時間=6:00

周波数分析による騒音レベルの差
の経年変化

4.0

6.0

8.0

-2.0

0

2.0

-4.0

騒
音
レ
ベ
ル
の
差

(d
B)

50.0 100.0 150.0
経過月数 (月)

1.0kHz
2.0kHz
4.0kHz供用開始138ヵ月後



13

累積大型車交通量と層別空隙率の関係
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累積大型車交通量と透水係数の関係
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下層路盤別のFWDたわみ量の経年変化
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各工区のMCIの経年変化
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その他，本研究プロジェクトにおいて
次の研究を行い，その成果を報告する

• 車道として供用中の透水性舗装工区を用いた各種
特性の計測結果

： 車道としての耐久性，環境改善効果

・車道として供用中の透水性舗装を模擬したモデルを
用いた各種特性の計測結果

： クールペイブメント（熱環境改善）効果，
水環境（地下水涵養，治水対策）改善効果


